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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・5/16　15：30より奨励金配布となっている為、印鑑を持参すること。尚、シャチハタは不可。

・5/20　欠席者懇談会を実施予定。

・本日、木村誠CWがローテーション研修となっている。

＜利用者様情報＞

・駒木　洋　様～不調を訴えているが、バイタルの異常は見られない。昨日、訪問看護が血圧測定をした際に85/55mmHgと低値であったと報告されている。また、午後からコタツで眠ってしまい寝汗をかいたと話されている。今朝には頭重感があり、具合が悪いと訴えていたが、午後には表情穏やかに過ごされている。

・繁名　和恵様～「胃炎を起こした」と腹痛を訴え、来所後静養室を利用している。１時間程の利用により、「休んだら良くなった」と表情良く報告されている。その後、昼食を食べに青山荘に戻ると、本人より青山荘で休憩するとので電話連絡を受けている。

・赤石　陽介様～本日8：00に来所。「血便が出たけどどうしたら良い」と訴えているが、既に日赤へ連絡し本日午前中に受診するよう言われているとの事。当院も本日受診予定としていた為、事情を伝えて当院の診察予約を早めている。「本当は日赤に行きたくない、精神科の先生が怖いんだもん」と話される為、精神科の受診ではないため接触する心配は無いことを伝えるが、「入院になったら精神科に移されるもん」と話す。内科症状として早期の受診が必要である事を伝えると「行った方がいいよね」と納得されている。

・古舘　ヨリ様～先日から睡眠不安定であり、それに伴って体調不良の訴え聞かれている。本日、頭痛の為、欠席するとの連絡あり。吐気・発熱はないが、睡眠不安定が続いていると訴えている。早朝覚醒後、再入眠が出来ないと話されている為、本日は休養を取るよう伝えている。

・北村　奈美様～本日12：00に架電あり。「死にたくなるほどの気持ちなので相談にのってください」と話している為、相談を受けている。交際相手で前野様のことを両親に知らせていなかった為、両親に話すと「その人は肉体関係を持ちたくて付き合っているだけだ」と言われたとの事。その後、交際相手とのこれまでの電話のやりとりや遊びに行った際の事を自分なりに振り返った結果「肉体関係を持ちたくて近づいてきたとしか思えなくなった」と話されている。また、「二人でカラオケに行った時に歌った曲を聴くと思い出しまう」と訴えており、死にたくなるほど辛い思いをしたことを受容している。カラオケで歌った曲については、聴くのが辛くなくなるまで時間を置くことを伝えている。すると「そうなのね。わかりました」と話し、気持ちが落ち着いた様子。また、明日に本人の体調がよければデイケアに来所し、相談を受けることとし電話を終了している。

・高阪　博英様～昨日より正式利用再開。来所後は他メンバーと麻雀を行う等、交流を持って過ごされている。デイケア利用について確認すると、「火・金曜日を利用として考えているけど、内科・整形・皮膚科受診の担当医が変更となった兼ね合いから、利用が変わるかもしれない」と話されている。5/16の内科受診により今後の予定が決定すると話されている為、次回来所時に詳細な今後のスケジュールを組んでいく事としている。

・淡路智恵子様～昨日「ここ（胸）に人がいて、私に話しかけてくる」との訴えあり。複数の声が常にあり、１人で居る事が怖く感じると訴え、「私が居ないほうが世の為になるから、安楽死させて欲しい」と話されている。担当医へは以前伝えており手紙を渡したが、統合失調症の症状であると言われたとの事。そのときの手紙を返してもらう事になっている為、手元に戻りしだいスタッフにも内容を確認して欲しいと話されている。「色々な人に話しているけど、聞き流されている感じがして不安が解消しない」と訴えており、不安の解消に繋がる糸口を見つけたいと考えているとの事。本人の訴えはいつでも傾聴出来ることを伝え、不安時には相談を促している。また、自殺・自傷はしないことを約束している。

本日、病院心理士より情報提供あり。外来受診の際に「神様がポストタクシーの運転手と結ばれるって言ってたんだよ」と幻覚・妄想発言が聞かれていたとのこと。表情は穏やかであり、行動化する様子も見られていない。

・鈴木　茂子様～5/13にデイケアを欠席し、パチンコに行っていたという経緯があり、昨日お姉様へ情報提供している。本人からお姉様へ5/13に連絡があり、寝坊したがデイケアへは遅刻して行ったと話されていたとの事。また、ギフト券を譲った事実は無く、社会福祉協議会への返金の為、本日中に21000円を持ってきて欲しいと言われたと話されている。今回の本人の行動を踏まえ、今後の対応について確認をすると、「今後一切パチンコはせず、次回行った場合には入院する事で本人も同意している。要望のあったお金は渡さないことで話し合った」と報告を受けている。

・古館　正行様～煙草の要求が頻繁にあり、プログラム中の独語も聞かれている。また、清風荘にて夜中に「外出する」との発言や自室で下半身を露出していたという奇異な言動が目立っている。今後も様子観察を続け、必要時には随時介入していく。

・岩城　敏雄様～5/12に発熱があった為5/13に鹿内内科受診し、風邪薬が3日分処方になったとの経緯があったが、本日は表情よく来所されている。プログラムにも問題なく参加され、穏やかに過ごされている。

・小笠原富治様～昨日、体温が37.0℃の微熱あり。本人に体調確認するも「大丈夫」と話し、体調不良を自覚していない様子。本人から不調の訴えをすることが少ない為、スタッフがこまめに体調確認していくこととする。

・村上　元道様～昨日、来所時に「仕事のことで、先生から生活保護だから急がなくてもいいんじゃないかって言われたんだけど、今後は一般就労で働きたいと思ってて。どのように伝えればよいか分からないから、相談にのって欲しい。」と希望が聞かれている。その後すぐに面談を実施。本人様からは「一度就労したけど、長く続けれずに体調を崩してしまった」、「今はこれから一般就労で頑張っていくために、うみねこ幸房やナイトケアに続けて通っている。」「現在の状態は、今までよりも体調が良い。」と話されている。スタッフから、診察の際に自分自身の意見を伝えたほうが良いことをアドバイスし、担当医に伝える内容を一緒に考えている。5/15の診察の際に、今後一般就労を考えていることを伝えて、先生の意見を確認してみると話されている。

＜事例検討＞

清川　厚子様（58）主病名：中等度知的障害　合併症：糖尿病、高血圧、白内障

検討内容

対応検討

長期目標

デイケア通所を含めた日課を行い、規則正しい生活をする。

中期目標

最低限の日課（入浴・陥入爪の処置・身だしなみ）は、自分から行う。

短期目標

①週2回、デイケアに通う。

②デイケア通所日は、週2回入浴する。最低限、足浴・間入爪の処置行う。

③服薬を自分から忘れずに行う。

治療計画
①デイケアに通所出来た時は、通所できたことを褒める。

②通所時、入浴するように促す。拒否があった場合は、一度引いて様子を見て、入浴が社会生活の最低限の条件であることを伝える。または、顔の清拭だけでも行うよう促す。

入浴拒否があっても、最低限、足浴・陥入爪の処置は行うように促す。処置セットはデイケアロッカーに保管しているため、本人主体で処置を行い、スタッフはサポートを行う。

③自宅での服薬状況の確認をする。※昼食後薬は、内科薬（痛み止め）のみであるため、飲まなくても支障は無い。

現状

・服薬管理が出来ていない。

・体調不良を理由にデイケア利用を拒否している。

・保清ができておらず、スタッフが介入するも拒否的である。

・入院時の体重が59kgだったのに対し、現在61.6kgと増加している。

・ロッカーに陥爪処置セットがあるが、処置に対して拒否的。

検討結果

・本人にとって居心地の良い環境を提供し、来所されたときや足の処置ができている時には評価していく。

・現在、来所できていない為、外来受診時にスタッフが迎えに行く。

＜外来患者様情報＞

・本多　富美様～「両親が離婚しそう」と話しており、離婚した際は母親についていくとのこと。また、外来の待合室でしりもちをついていた為、体調確認するが「大丈夫」と話されている。

・大久保康弘様～幻聴は治まってきており、本人も気にならなくなったとのこと。

・赤石　陽介様～本日、急遽受診し「血便がでた」との訴え聞かれている。八戸赤十字病院の消化器科を受診するとのことだったが、受診後の連絡はきていない。

・鈴木　茂子様～5/13にデイケアを欠席し、パチンコに行った事を認めている。今後、パチンコに行くような事があれば入院となることを説明している。また、入院し退院したとしても一人暮らしは出来なくなる事を伝えている。前回の受診時に増薬した為、眠気を訴えていたがこのまま継続して様子を見る事としている。

・其田　淑子様～頭部CT施行し、前回の検査時よりも脳の萎縮が認められたが、アルツハイマー型認知症ではないとのこと。また就床前薬が一包処方となっている。

・小野寺ノリ様～便がいつ頃出ているのか尋ねると「わからない」と答えている為、青陽館でも排便のチェックをしてほしいとのこと。

・高橋　幸雄様～血液検査の結果、ヘモグロビンA1Cが5.8→5.7と徐々に低下している。また、中性脂肪の低下も見られるため、このまま継続して減量に努めて欲しい事を伝えている。

・番沢　政勝様～最近、血液検査をしたのにも関わらず「血液検査はいつですか」との発言が聞かれている。最近行った事を伝えると「今、2月だと思ってた」と話されている。

・淡路智恵子様～「安楽死したいんです」との希死的発言が聞かれている。Drがどこの病院でも本人を安楽死させるところはないと説明し、自殺はしないでほしい事を伝えている。

・村上　元道様～「この歳で肩身が狭いから生活保護をやめて一般就労したい」との訴えが聞かれている。そこまでしたいのであればやってみても良いが、現在よりも収入が減る事やストレスで病状が悪化する可能性があることを説明している。また今の収入と支出、一般就労後の収入と支出のメリット・デメリットを考え、自分なりにシュミレーションしてほしい事を伝えている。

